
 

ポジション 選手名(学年)   身長・体重    前所属       

 GK   牧野利昭③   181／78  西武台     

    蒲原隼一郎④  176／70  駒大高     

    太洋一④    186／78  市原ユース   

 DF  桑原靖③    178／63  清水商業    

    小林亮④    170／64  武南      

    鈴木祐輔④   174／70  武南      

    筑城和人②   168／65  清水商業    

    廣井友信②   175／66  前橋育英    

    桐原聡太郎④  185／76  鹿児島実業   

    大澤陽介④   178／68  千葉敬愛    

    熊崎貴之③   170／62  岐阜工業    

    栗原建次④   174／65  横浜東     

    松村竜祐③   177／73  駒大高     

    石井晃一③   170／70    市原ユース   

    菊地光将①   182／72    浦和東     

    塚本奏史①   176／65  浦和東     

 MF  中後雅喜④   176／70  市原ユース   

    井邑太一④   178／67  長崎北陽台   

    中嶋裕太④    175／60 四日市中央工業  

    岩本哲也④   171／63  市立船橋    

    小林竜樹①   162／56    前橋育英    

    宮崎大志郎③  172／65  大津      

    八角剛史①   174／68  市原ユース   

    佐々木滋④   170／61  修徳      

    小野里銀児①  168／62  総和      

    赤尾直和③   170／62  駒大高     

    新川真之介②  167／63  東福岡     

    大瀬良直人④  170／60  大津      

    笹岡新伍③   163／48  浦和南     

    根本真吾③   168／60  水戸商     

    椿原徹也②   160／58  丸岡      

 FW  赤嶺真吾③   178／70  鹿児島実業   

    関 光博④   173／67  國學院久我山  

    巻 佑樹②   180／70  国見      

    原 一樹②   171／58  市立船橋    

    鈴木亮平③   177／68  丸岡      

    東平大祐①    178／68  丸岡      

    高崎寛之①   186／75  古河第三    

    印出昌史③    180／70  浦和ユース  

CLUB DATA     
［創立］１９３１年 
［練習場］二子玉川グラウンド 
※◆東急新玉川線「二子玉川」下車。改札を

出て左、バス“砧（きぬた）本村行き”（高

島屋前・２番乗り場）終点下車、徒歩１分。

発車間隔は 15～20 分、乗車時間 15～30 分。

渋滞状況により時間は変動。バス停を降りる

と目の前が駒澤大学。 
［監督］秋田浩一 
［過去６年間の主な獲得タイトル］ 

関東大学リーグ優勝（０２、０３）、

関東選手権優勝（９７）、全日本大学

サッカー選手権優勝（９７、０１）、

総理大臣杯優勝（９７、０２、０３）

～昨年のリーグ戦戦績～       
 
１節 日本大  ▲１－１赤嶺 
２節 中央大  ●１－０中田 
３節 順 大  ●３－２赤嶺、巻、原 
４節 亜 大  ●２－１赤嶺、関  
５節 国士大  ●２－１原、巻 
６節 東学大  ●３－０原、中田、橋本 
７節 筑波大  ●６－４橋本、赤嶺３、巻、

原 
８節 日本大  ▲１－１中後 
９節 順 大  ●６－０中嶋、赤嶺、鈴木祐、

            原、巻 
10節 中 大    ▲０－０ 
11節 亜 大  ●３－１中田２、原 
12節 東学大  ●２－１原、中後 
13節 筑波大  ●４－１原２、橋本、赤嶺 
14節 国士大  ○２－３赤嶺、田中 

３３連連覇覇へへののカカギギはは中中田田、、橋橋

本本のの抜抜けけたた両両翼翼ににあありり！！  
 昨年、総理大臣杯、関東大学サッカーリーグ

を共に連覇、インカレ準優勝という華々しい活

躍でシーズンを終えた駒大。黄金時代を担う今

年の駒大のキャプテンには鈴木祐輔が選ばれ

た。鈴木は去年、ディフェンスリーダーとして、

駒大の最終ラインを統率しておりキャプテンに

は最も相応しといえる。新チームで新しくスタ

ートした今春の練習の時にもチームの誰よりも

声を出し、チームを引っ張るその姿には貫禄さ

え漂っていた。 
 そんなキャプテン鈴木を中心とする今年のデ

ィフェンス陣は、実に頼もしい。昨年、守護神

として著しい成長を遂げた牧野利昭、公式戦全

試合出場を果たした小林亮、１年生ながら開幕

レギュラーを掴み堂々の23試合に出場した筑城

和人、安定したプレーでチームを支えた桑原靖、

廣井友信などは今年も健在で、レギュラークラ

スで抜けた穴が無いのは大きく更に進化したデ

ィフェンスが期待できる。 
一方の中盤は、昨年チームを大きく支えた中

田洋介（ベガルタ仙台）、橋本早十（大宮アルデ

ィージャ）の両翼はチーム総アシスト42のうち、

16 を二人で記録しているだけに二人の穴は大き

い。この穴をどう埋めるかが勝利のポイントだ

といえる。そんな中盤で１年の時からプレーし

ている経験豊富な中後雅喜には大きな期待がか

かる。 
気になる両翼には今春の練習試合で右サイドの

レギュラーとして数多く出場した小林竜樹、左

サイドにはユーティリティープレーヤーの小林

亮の起用が予想される。 

ＦＷには昨年のチーム得点王の赤嶺真吾、高

い決定力とスピードが武器の原一樹、昨年の新

人王の巻佑樹、ドリブルが持ち味の関光博など

ポテンシャルの高い選手が多い。また日本高校

選抜にも選ばれた東平大祐の加入で更に層が厚

くなり厚みを増した駒大攻撃陣は魅力的だ。 
近年、なかなか勝ち星の挙げられない開幕戦

の相手は昨年、関カレ、インカレと苦しめられ

た流通経済大学。昨年の対戦成績は１勝１敗の

五分。ここは是が非でも勝ち、開幕に勝てない

というジンクスを払拭し、３連覇へ波に乗りた

いところだ！ 
 


